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特別損失の計上(減損損失の計上)および、2019年 11月期通期連結業績予想の修正に関する

お知らせ 
 

2019年 10月１日に発表いたしました通期連結業績予想を下記のとおり修正いたしました。 

 

                      記 

 

 １．2019年 11月期通期連結業績予想数値の修正 

     （ 2018年 12月１日～2019年 11月 30日 ） 

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に

帰属する
当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭

前回発表予想 （Ａ） 24,600 425 650 250 11.56

今回修正予想 （Ｂ） 24,700 625 725 △ 250 △ 11.57

増 減 額 （Ｂ－Ａ） 100 200 75 △ 500 －

増 減 率 （％） 0.4% 47.1% 11.5% － －

(ご参考)前期実績

(2018年11月期)
41.909171,6551,35627,054

                                   

２．修正の理由 

2019年 11月期の当社グループの業績につきましては、営業利益が前回発表予想を上回る見込みとな

りました。主として経費削減に努めたことや、一部の連結子会社で退職給付費用の算定に簡便法を採用

しており、年金資産の運用が好調に推移し、退職給付費用が減少したことなどによるものです。 

一方で、親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、前回発表予想を下回る見込みとなりまし

た。こちらは、当連結会計年度末に電子部材・フォトマスク事業におきまして、「固定資産の減損に係

る会計基準」に基づき、将来の収益見込み等を現在の事業環境を踏まえて保守的に見積り、回収可能性

を慎重に検討した結果、帳簿価額を回収可能額まで減額し、連結会計年度累計で減損損失として1,027

百万円を計上する見込みであるためです。 

 

 (注)上記の予想につきましては、現時点における入手可能な情報に基づいたものであり、実際の業績等は様々な要因によ

って予想数値と異なる場合があります。 

以 上 


